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論 文 内 容 の 要 旨 
 第１章では実験経済学の歴史と、他の諸科学と比較しつつ実験経済学の独自がどこにあるかを論じる。第２
章では、実験経済学の原理と方法について述べ、その中核が被験者の選好統制という側面にあることを明らか
にし、実験経済学の研究において標準的に用いられている様々な選好統制手段とその理論的根拠を詳細に記述
した。中でも、実験経済学の基本原理とも言うべき価値誘発理論、くじによる危険回避度の実験統制、危険に
対する態度の測定、主観確率の測定などについては詳しく説明を行っている。第３章では、ゲーム理論の体系
的順序に従って、支配戦略からはじめて、支配された戦略の逐次消去、ナッシュ均衡、サブゲーム完全均衡、
完全ベイジアン均衡に至るまで、ゲーム理論の主要な解概念にかかわりの深い実験を紹介した。その際、公共
財や逐次交渉など,比較的現実的で身近な意思決定状況を取り上げた。これまでの実験研究において観察された
ナッシュ均衡やサブゲーム完全均衡からの逸脱を説明するために、公平性と互恵性といった利他的選好にもと
づくゲーム理論や、学習・進化といった側面を取り入れた限定合理性にもとづくゲーム理論が近年発達してい
る。これらは一括して行動ゲーム理論と呼ばれるが、第４章では、特に囚人のジレンマ・ゲームや交渉ゲーム
などの具体例を取り上げて、これらの理論の紹介を行う。最後に、第５章では、最近実験経済学に対して寄せ
られている様々な批判を取り上げ、それに対する実験経済学側の回答を検討する。また、Camerer（2003）が提
示した「実験経済学における10大未解決問題」を題材にして、本書で追求した論点を織り込みながら、実験経
済学の将来について論じる。その中で、プレーヤーの均衡行動がその確信と整合的になっていないという問題
や、選好統制の徹底が社会的状況に埋め込まれた人間行動の本質を見失わせる危険性があることを指摘する。
これを受けて、行動と確信との不整合性を明示的にモデル化する帰納的ゲーム理論や自己確証均衡を取り上げ、
さらに実験経済学の今後の展開にとって、進化的に形成されてきた制度や社会規範が人間行動に影響を与えて
いることを直視し、実験室環境に制度や社会規範の形成過程を取り込む新しい方法論が必要であることを述べ
る。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 従来の経済学では利己的かつ合理的な経済主体を想定して理論を構築してきた。しかし、さまざまな実験で
指摘されるように実験における人間の反応は経済理論が予想する反応としばしば異なる。川越氏はこうした最
近の実験経済学の進展をまとめ、かつ自らの研究を紹介している。本論文は以下の６章からなる。 
 第１章「実験経済学とは何か」では、経済学でも実験が可能であるとされ、実験室内で再現された経済環境
やゲーム理論の仮説を実験的に検証するのが実験経済学とされる。心理学との違いなどが述べられる。 
 第２章「実験経済学の原理と方法」では、実験経済学の独自性は利得に比例した金銭報酬を支払うことによ
って被験者の選好を統制する点にあることが述べられ、被験者の選好統制を実現する価値誘発理論が述べられ、
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実際に実験室で用いられる手法などが紹介される。 
 第３章「ゲーム理論実験」では囚人のジレンマと公共財自発的供給ゲームをはじめ数多くのゲームを例にし
て、従来のゲーム理論が解説される。また、理論での結論と実験結果が一致しないことが示される。その原因
として、理論は利己的で合理的なプレーヤーを想定しているために、主体間の公平性、互恵性といった利他的
行動を無視してきたことが指摘される。 
 第４章「行動ゲーム理論」では伝統的なゲーム理論で想定される均衡からの逸脱を説明する理論として利他
的選好の理論と利己的な選好を限定合理的に追及するプレーヤーを想定する限定合理性の理論のこれまでの発
展、その他の理論が解説される。 
 第５章「社会制度への応用」では社会経済制度の設計のための応用としての実験経済学が著者等の研究とと
もに述べられる。川越・森（1998）では公共財への真の需要が表明されるか否かに関する実験が報告される。
異なる需要曲線の傾きでの実験を比較することで利得構造がフラットな場合のほうがむしろ真実表明されやす
いこと分割不能な供給の場合よりも分割可能な供給の場合のほうが真実表明されやすいことが述べられる。川
越（2003b）では北海道で導入された入札におけるランダムカット方式（無作為に候補者のうちから指名予定数
を越える者を除外して指名した上で競争入札する方式）の効果が検討される。まず、談合しうるグループ以外
にアウトサイダーが存在する場合と存在しない場合に注目し、ランダムカット方式の有無と均衡を理論的に分
析して、アウトサイダーが存在しランダムカットが行われる場合にナッシュ均衡が存在しないことが証明され
る。実験ではアウトサイダーが存在する場合に落札効率が低くなることが示される。また、アウトサイダーが
存在しランダムカットが行われる場合には落札効率が周期的変動を起こすことが示される。 
 第６章「実験経済学の課題と将来」では利己的に振舞うのは経済学専攻者だけなのかという論争、行動経済
学者との論争その他が紹介される。そして実験経済学の将来が論じられ、過剰な実験統制が制度や社会規範の
影響を受けながら行動している人間行動を見失わせる危険性が指摘される。 
 本論文では1990年代にゲーム論が脚光を浴び均衡の精緻化が図られて以降のゲーム論の進展また実験経済学
の進展がまとめられている。特に、合理的、利己的な主体を想定する場合に理論では均衡が示されるが、実験
が行なわれたときには理論での均衡からの逸脱がしばしば生じる。これを説明するための利他性あるいは限定
合理性の導入の理論、実験が膨大な資料にもかかわらず手際よく解説されている。また、川越氏自身の実験に
基づく２つの実験は実際の公共財供給、入札を考える際に重要な問題を指摘しており興味深い。 
 博士学位を授与するのに十分値する論文であると判断する。 
